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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月22日(2008.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ペルフルオロポリマーと、チャー有効量の無機チャー形成剤とを含むジャケットを含む
ことを特徴とするプレナムケーブル。
【請求項２】
　ペルフルオロポリマーと、１０～６０重量％のチャー形成無機剤と、前記ペルフルオロ
ポリマーの溶融温度において熱安定性である０．１から５重量％の炭化水素ポリマーとを
、前記ペルフルオロポリマー、前記剤、および前記炭化水素ポリマーの総合重量を基準に
して、合計１００重量％になるように含むことを特徴とする組成物。
【請求項３】
　前記炭化水素ポリマーが前記ペルフルオロポリマー中に前記剤を分散させることを特徴
とする請求項２に記載の組成物の溶融製造物品。
【請求項４】
　前記ペルフルオロポリマーがテトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプロピレンコポ
リマーであり、無機微粒子充填剤が存在し、該微粒子充填材は任意選択的に前記チャー形
成剤であり、前記炭化水素ポリマーの量が、組成物の押出前の溶融ブレンドの間、または
前記押出の間、前記コポリマー中に前記微粒子充填剤を分散させるのに有効であり、前記
コポリマー、前記充填剤、および前記ポリマーの量が、合計１００重量％になる以外は、
請求項２に記載の組成物を押出す工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
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　ペルフルオロポリマーから溶融製造された物品の表面上にインク印刷する工程と、前記
印刷の前に、１０～６０重量％の無機微粒子充填剤を前記ペルフルオロポリマーに組入れ
る工程とを含むことを特徴とする方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　本発明によるジャケット組成物の大きく低減された気体発生は、煙によって引起される
不明瞭化、およびまた煙によって引起される、刺激（ｉｒｒｉｔａｎｃｙ）を弱くする可
能性を大きく低減することによって、火災に曝され、かつ本発明による組成物で被覆され
たケーブルを収容する建物内の占有者および消防士の安全性を向上させる。本発明のジャ
ケット組成物の低減された酸気体発生および低減された酸度は、また、火災の近傍におけ
る敏感な設備のより少ない腐食をもたらす。
　以下に、本発明の好ましい態様を示す。
１．ペルフルオロポリマーと、チャー有効量の無機チャー形成剤とを含むジャケットを含
むことを特徴とするプレナムケーブル。
２．前記ケーブルが、同軸ケーブルであるか、絶縁ワイヤの複数のツイストペアを収容す
ることを特徴とする１．に記載のケーブル。
３．前記ジャケットが炭化水素ポリマーを含有することを特徴とする１．に記載のケーブ
ル。
４．ペルフルオロポリマーと、約１０～６０重量％のチャー形成無機剤と、前記ペルフル
オロポリマーの溶融温度において熱安定性である約０．１から５重量％の炭化水素ポリマ
ーとを、前記ペルフルオロポリマー、前記剤、および前記炭化水素ポリマーの総合重量を
基準にして、合計１００重量％になるように含むことを特徴とする組成物。
５．前記炭化水素ポリマーが熱可塑性エラストマーであることを特徴とする４．に記載の
組成物。
６．ＭＩＬ　Ｃ－２４６４３に従って測定される、約５％以下の酸発生、および少なくと
も約２．５のｐＨによって特徴づけられる酸度を示すことを特徴とする４．に記載の組成
物。
７．前記炭化水素ポリマーが前記コポリマー中に前記剤を分散させることを特徴とする４
．に記載の組成物の溶融製造物品。
８．ＮＦＰＡ－２５５燃焼テストに合格することを特徴とする７．に記載の溶融製造物品
。
９．前記ペルフルオロポリマーがテトラフルオロエチレン／ヘキサフルオロプロピレンコ
ポリマーであり、無機微粒子充填剤が存在し、該微粒子充填材は任意選択的に前記チャー
形成剤であり、前記炭化水素ポリマーの量が、組成物の押出前の溶融ブレンドの間、また
は前記押出の間、前記コポリマー中に前記微粒子充填剤を分散させるのに有効であり、前
記コポリマー、前記充填剤、および前記ポリマーの量が、合計１００重量％になる以外は
、４．に記載の組成物を押出す工程を含むことを特徴とする方法。
１０．前記押出が、約５２０°Ｆ（２７１℃）から６５０°Ｆ（３４３℃）、好ましくは
約５６０°Ｆ（２９３℃）から６２０°Ｆ（３２６℃）の溶融温度で行われることを特徴
とする９．に記載の方法。
１１．前記炭化水素ポリマーの量が約０．１から５重量％であることを特徴とする９．に
記載の方法。
１２．前記押出が、ケーブルジャケットを形成するためであり、前記押出が、少なくとも
約３００ｆｔ／ｍｉｎ（９１．５ｍ／ｍｉｎ）の速度で行われることを特徴とする９．に
記載の方法。
１３．前記押出が、請求項９に記載の前記組成物をプレナムケーブルのコア上に溶融ドロ
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ーダウンして、前記ケーブルのコア上に前記組成物のジャケットを形成する工程を含み、
前記押出が１未満のドロー比バランス（ＤＲＢ）で行われることを特徴とする９．に記載
の方法。
１４．前記溶融ドローダウン押出のドローダウンが約４０：１までのドローダウン比（Ｄ
ＤＲ）で行われることを特徴とする１３．に記載の方法。
１５．炭化水素ポリマーが前記組成物中に存在しないことを特徴とする１３．に記載の方
法。
１６．前記溶融ドローダウン押出が少なくとも約３００ｆｔ／ｍｉｎ（９１．５ｍ／ｍｉ
ｎ）のライン速度で行われることを特徴とする１３．に記載の方法。
１７．ペルフルオロポリマーから溶融製造された物品の表面上にインク印刷する工程と、
前記印刷の前に、約１０～６０重量％の無機微粒子充填剤を前記ペルフルオロポリマーに
組入れる工程とを含むことを特徴とする方法。
１８．前記充填剤がチャー形成剤であることを特徴とする１７．に記載の方法。
１９．前記溶融製造の間またはその前に、溶融ブレンドの間に前記コポリマー中に前記微
粒子充填剤を分散させるために、炭化水素ポリマーも前記コポリマーに組入れられること
を特徴とする１７．に記載の方法。
２０．７．に記載の溶融製造物品に実施されることを特徴とする１７．に記載の方法。
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